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　６月定例会は 5 月 31 日（金）から 21 日（金）までの 22 日間の

会期で開きました。9 億 5,609 万円の一般会計補正予算（第１号）

などに加え、追加で提案された 94 万円の一般会計補正予算（第２号）

を合わせた 11 議案、6 件の報告及び意見書案第１号の審査が行われ、

すべての議案を原案のとおり可決しました。

6 月
定例会

12 議案を可決

長門市議会だより　2019.8.1

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
事
業　

６
億
７
０
４
万
円

世
界
大
会
等
長
門
市
キ
ャ
ン
プ
招
致
事
業　

９
９
５
万
円

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

整
備
に
着
手

カ
ナ
ダ
代
表
チ
ー
ム
と

市
民
と
の
交
流
機
会
は

当
初
予
算
で
は
な
く
、
こ

の
時
期
に
補
正
予
算
と
し

て
計
上
し
た
理
由
は
。

国
の
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
支
援
事
業
が
１
月
に

創
設
さ
れ
、
当
初
予
定
し
て
い

た
補
助
事
業
よ
り
も
有
利
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
め

て
交
付
申
請
を
行
っ
た
た
め
で

あ
る
。光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
の

具
体
的
な
計
画
は
。

今
年
度
は
三
隅
地
区
及
び

湯
本
地
区
、
令
和
２
年
度

は
日
置
地
区
及
び
油
谷
地
区
、

令
和
３
年
度
に
長
門
地
区
を
整

備
す
る
計
画
で
あ
る
。

事
業
の
財
源
は
。

国
庫
補
助
金
の
ほ
か
過
疎

対
策
事
業
債
を
主
な
財
源

と
し
て
い
る
。

事
前
キ
ャ
ン
プ
の
招
致
事

業
の
内
容
は
。

事
前
キ
ャ
ン
プ
は
公
認

キ
ャ
ン
プ
と
比
較
し
、
交

流
や
情
報
発
信
に
関
し
制
限
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
一
般
市
民

向
け
の
公
開
練
習
や
小
学
生
を

対
象
と
し
た
ラ
グ
ビ
ー
教
室
の

開
催
な
ど
可
能
な
限
り
市
民
と

の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
増
や
せ

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
お
願
い

し
て
い
る
。

官
民
一
体
と
な
っ
た
経
済

波
及
効
果
の
内
容
は
。

宿
泊
や
食
事
、
交
通
移
動

等
に
係
る
直
接
的
な
効
果

の
ほ
か
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
等
に
よ
り
目
に
見
え
な
い
効

果
も
期
待
し
て
お
り
、
本
市
が

世
界
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
で
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
事
業
に
お
い

て
、
今
年
度
の
当
初
予
算
で
は
三
隅
地
区
の
一
部
整
備
及
び
本
局

セ
ン
タ
ー
の
機
能
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
総
務
省
の
放

送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

整
備
区
域
を
三
隅
地
区
全
域
及
び
長
門
地
区
の
一
部
に
拡
大
す
る

こ
と
と
し
、
そ
れ
に
係
る
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
カ
ナ
ダ
代
表
チ
ー
ム
の

公
認
キ
ャ
ン
プ
期
間
以
前
の
５
日
間
を
事
前
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
追

加
招
致
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
招
致
す
る
こ

と
で
市
民
と
の
交
流
機
会
の
拡
大
や
キ
ャ
ン
プ
施
設
、
観
光
施
設

一
体
と
な
っ
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
利
活
用
、
ま
た
官

民
一
体
の
取
り
組
み
に
よ
り
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

問 問

問

問

問

答 答

答

答

答

ココが論点 議
案
第
１
号
▼
令
和
元
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼

カナダ代表チーム

▼

ケーブルテレビ放送センター



　

主
要
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
フ

リ
ー
Wi-

Fi
を
整
備
し
、
旅
行
者

へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
と
、

事
業
者
へ
の
商
業
利
用
環
境
を
提

供
す
る
事
業
で
す
。
湯
本
温
泉
地

区
、
仙
崎
地
区
（
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ

ン
等
）、
長
門
市
駅
、
元
乃
隅
神

社
周
辺
へ
の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。事

業
費
の
内
訳
は
。

　
34
カ
所
に
設
置
す
る
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
機

器
代
と
設
置
等
の
経
費
が
約

１
８
０
０
万
円
、
シ
ス
テ
ム
設
計

等
構
築
経
費
が
約
１
２
０
０
万

円
、
そ
の
他
諸
経
費
が
約
50
万
円

で
あ
る
。

　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
」
は
令
和
３
年
３
月

末
に
失
効
と
な
り
ま
す
。

　

過
疎
地
域
が
、
そ
こ
に
住
み
続

け
る
住
民
に
と
っ
て
安
心
・
安
全

に
暮
ら
せ
る
地
域
と
し
て
健
全
に

維
持
さ
れ
る
こ
と
は
、
同
時
に
都

市
を
も
含
め
た
国
民
全
体
の
安

心
・
安
全
な
生
活
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

総
合
的
な
過
疎
対
策
を
充
実
強
化

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
意
見
書
は
、
現
行
の
法
が

失
効
し
た
後
も
新
た
な
過
疎
対
策

法
を
制
定
す
る
こ
と
を
、
国
に
対

し
て
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。
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議案番号 件　　　　名 結果

意見書 1 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 原案可決

報告

１

平成 30 年度長門市一般会計予算に係る繰越明許費

繰越計算書の報告について
ー

報告

２

平成 30 年度長門市湯本温泉事業特別会計予算

に係る繰越明許費繰越計算書の報告について
ー

報告

３

平成 30 年度長門市一般会計予算に係る事故繰越し

繰越計算書の報告について
ー

報告

４

平成 30 年度長門市水道事業会計予算に係

る建設改良費繰越計算書の報告について
ー

報告

５

平成 30 年度長門市下水道事業会計予算に係る

建設改良費繰越計算書の報告について
ー

報告

６

公益財団法人長門市文化振興財団の経営状況

について
ー

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和元年度長門市一般会計補正予算（第 1 号） 原案可決

2 令和元年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号） 原案可決

3 長門市地域経済牽引事業の促進に係る固定資産税の特例に関する条例 原案可決

4 長門市報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例 原案可決

5 長門市証明等手数料条例等の一部を改正する条例 原案可決

6 長門市企業立地促進条例の一部を改正する条例 原案可決

7 長門市営住宅条例の一部を改正する条例 原案可決

8 長門市火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決

9 財産の取得について（高規格救急自動車） 原案可決

10 令和元年度長門市一般会計補正予算（第 2 号） 原案可決

11 長門湯本温泉駐車場の指定管理者の指定について 原案可決

■６月定例会議決結果

※報告１～ 6 については報告のみ

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業　

２
４
０
万
円

意
見
書
案
第
１
号
▼
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書

農
業
の
持
続
的
な
発
展
を

過
疎
対
策
の
充
実
強
化
を

国
に
対
し
て
要
望

　

農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
後
押

し
す
る
た
め
、
農
業
生
産
活
動
の

基
盤
と
な
る
農
業
水
利
施
設
の
長

寿
命
化
対
策
及
び
防
災
減
災
対
策

を
き
め
細
か
く
推
進
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
に
必
要
な
調
査
・
計

画
策
定
、
省
力
化
技
術
の
導
入
な

ど
、
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
事

業
で
す
。

農
業
施
設
の
維
持
長
寿
命

化
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
来
は
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付

金
事
業
で
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
本
事
業
を
適
用
し
た
理

由
は
。農

業
施
設
に
か
か
わ
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金
事

業
ま
た
は
中
山
間
直
接
支
払
制
度

に
よ
る
交
付
金
を
活
用
し
て
い
る

が
、
今
回
の
事
案
に
つ
い
て
は
、

要
件
的
に
該
当
し
て
お
ら
ず
国
と

協
議
し
た
結
果
、
農
業
水
路
等
長

寿
命
化
防
災
減
災
事
業
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
た
。

問

問

答

答 長
門
市
フ
リ
ー
Wi-

Fi
整
備
事
業

　

３
０
４
６
万
円

観
光
地
へ
Wi-

Fi
整
備

▼設置予定の元乃隅神社周辺
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　この予算は、介護保険制度の改正に伴う低所得

者の保険料軽減強化による公費負担の増額と介護

報酬改定等に係るシステム改修について、所要の

補正を行うものです。

　委員会の審査では、委員からシステム改修経費

の具体的な内容について質疑があり、執行部から

「新たな介護職員処遇改善加算の導入や、消費税

率の引き上げによる介護報酬、給付費支給限度額、

負担限度額における基準費用額の改正への対応を

行うための経費である」との答弁がありました。

業等、他の分野の業者にもこの特例を受けていた

だき、地域経済に好循環が生まれることを期待し

ている」との答弁がありました。

その他の委員会付託議案　（特別会計補正予算・条例）

▲

議案第 2 号　
令和元年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号）

介護職員処遇改善等に対応

　この条例は、地域経済牽引事業の促進による地

域の成長発展の基盤強化に関する法律に基づき、

特定の事業のための施設を設置した者に対する固

定資産税の課税の免除について、条例で必要な事

項を定めるものです。

　委員会の審査では、委員から特例による減収額

の補填について質疑があり、執行部から「本条例

に基づき課税免除を行った場合、これにかかる減 

収額の 75% は基準財政収入額から控除され、交

付税で補填されることとなる。残りの 25% は自

治体の減収となる」との答弁がありました。

　次に委員から、地域経済牽引事業計画承認の要

件について質疑があり、執行部から「地域の特性

を活用すること、高い付加価値を創出すること、

そして売上高や雇用者数、給与の支払額のうちい

ずれかが規定値以上に増加し、経済効果が見込ま

れることの３点が要件となっている」との答弁が

ありました。さらに委員から、事業の効果につい

て質疑があり、執行部から「本市では現在、観光

関係の 2 業者が承認されているが、経済的波及効

果は非常に裾野が広いと考えている。今後は製造

▲

議案第３号　長門市地域経済牽引事業の促進に係る固定資産税の特例に関する条例

地域経済に好循環が生まれることを期待総務民生

委員会

令和元年６月定例会

独自の条例であり、固定資産税の課税免除終了後

の企業立地奨励金の交付対象について、生産性向

上特別措置法及び地域未来投資促進法に基づく課

税免除対象事業者を新たに追加するもの」との答

弁がありました。 

　続いて委員から、この事業に対する国からの財

政支援について質疑があり、執行部から「この企

業立地促進条例に伴う奨励金については市単独の

事業であり、国からの財政的支援はない」との答

弁がありました。

文教産業

委員会

　これは企業立地促進条例の一部を改正するもの

で、 地域の特性を生かして高い付加価値を創出す

る民間投資を更に加速させ、本市産業の振興と雇

用の促進を図るため、企業立地奨励金の交付に係

る特例措置について、所要の改正を行うものです。

　委員会の審査では、委員から生産性向上特別措

置法に関する条例及び地域未来投資促進法に関す

る条例と、企業立地促進条例との関連性について

質疑があり、執行部から「長門市企業立地促進条

例は、民間事業者の投資を促すために制定した市

▲

議案第６号　長門市企業立地促進条例の一部を改正する条例

高い付加価値を創出する民間投資を促進



等
も
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
事
業
者
の

参
加
が
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
市
内

商
工
団
体
等
と
も
し
っ
か
り
連
携
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行

事
業
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
に
消

費
の
喚
起
効
果
は
あ
る
と
は
思
う
が
、

市
内
商
工
業
振
興
の
根
本
的
な
解
決
策

に
は
な
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

一
定
の
喚
起
効
果
は
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
商
品
券
は
市
の
中
心
部

か
ら
離
れ
る
ほ
ど
、
日
常
的
に
消
費
す

る
品
目
に
偏
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
域
経
済
全
体
の
底
上
げ
と

な
る
消
費
拡
大
に
は
、
必
ず
し
も
結
び

付
い
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
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市
政
運
営
の
成
果
は

約
８
年
間
市
長
は
「
全
国
へ
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、

情
熱
・
行
動
力
を
持
っ
て
精
力
的
に
行

動
さ
れ
て
き
た
が
、
市
政
運
営
の
成
果

に
つ
い
て
見
解
を
尋
ね
る
。
ま
た
、
次

期
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
の
意
欲
を
伺
う
。

就
任
当
時
は
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
に
伴
い
、
基
幹
産
業
に
お
け

る
後
継
者
不
足
や
従
業
員
の
高
齢
化
、

消
費
の
減
退
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影

響
は
危
機
的
な
状
況
を
迎
え
て
い
た
。

課
題
解
決
に
向
け
て
「
な
が
と
成
長
戦

略
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
長
門
市
の

素
材
を
最
大
限
生
か
し
、
所
得
向
上
と

雇
用
創
出
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
再
生

に
挑
ん
で
き
た
。
次
期
市
長
選
挙
へ
は

出
馬
し
、
市
民
の
真
意
を
問
い
た
い
。

大
型
事
業
の
合
意
形
成
や
進
め

方
、
規
模
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

大
型
事
業
は
地
元
住
民
の
要
望
の

多
い
も
の
で
あ
り
合
意
形
成
は
十

分
図
っ
て
き
た
。
市
債
残
高
に
つ
い
て

も
行
財
政
改
革
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
。

市
臨
時
職
員
の
処
遇
改
善
を

職
員
数
の
削
減
に
よ
り
、
臨
時
職

員
へ
の
負
担
を
感
じ
る
。
臨
時
職

員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
伺
う
。

臨
時
職
員
に
は
困
難
な
業
務
や
時

間
外
勤
務
な
ど
負
担
を
課
す
こ
と

は
な
く
、
業
務
補
助
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
賃
金
・
労
働
条
件
に
つ
い
て

は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

こ
れ
ま
で
も
改
善
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
来
年
度
か
ら
、
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。
嘱
託

職
員
及
び
臨
時
職
員
が
、
会
計
年
度
任

用
職
員
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
身

分
保
障
や
勤
務
条
件
の
改
善
、
新
た
な

手
当
の
支
給
が
可
能
と
な
る
。

　一般質問は市政に関して議員が質問を行い、新たな施策の提案や、市政に対しての

意見や要望を述べ、市政をより良い方向へ導くものです。一般質問

今
こ
そ
経
済
振
興
策
を

市
内
の
老
舗
企
業
等
の
相
次
ぐ
廃

業
や
事
業
中
止
を
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
も
の
で
あ
り
、
誠
に
残
念
で
あ

る
。
要
因
の
一
つ
と
し
て
市
民
の
消
費

活
動
が
市
外
の
商
業
圏
域
に
向
い
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
さ
ら

な
る
市
内
消
費
の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ

れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
買
い
物
弱
者

を
生
み
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね

な
い
こ
と
か
ら
、
非
常
に
危
機
感
を
抱

い
て
い
る
。

市
内
に
お
け
る
消
費
活
動
の
拡
大

に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
で
、
新

た
な
市
内
の
消
費
需
要
が
生
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
観
光
客
誘
致
の
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
に

合
わ
せ
て
地
域
共
通
ポ
イ
ン
ト
の
導
入

▼取扱店のステッカー

問問

問

問

答答

答答

答

答

問

問

▼地元住民の期待がかかるセンザキッチン
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U
O

　

南野 信郎
議員
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M

I　重廣 正美
議員
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俵
山
ス
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
の

利
活
用
は

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
終
了
後
の
ス
パ

ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
観
光
と
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
な
拠
点
施
設
と
な
る
が
、

ど
の
よ
う
に
し
て
活
性
化
に
結
び
つ
け

て
い
く
の
か
。

俵
山
は
、
湯
治
場
の
原
風
景
と
い

う
べ
き
風
情
が
残
っ
て
い
る
。
こ

の
風
情
を
残
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
重
要

と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
地
元
や
関

係
者
の
皆
さ
ん
と
空
き
旅
館
の
再
生
、

活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
や
後
継
者
問

題
等
の
諸
課
題
を
含
め
、
今
後
さ
ら
に

変
化
す
る
俵
山
地
区
に
対
応
し
た
「
温

泉
と
ス
ポ
ー
ツ
と
食
」
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
け

て
い
き
た
い
。

俵
山
ス
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
活
用
が

増
え
る
ほ
ど
、
俵
山
地
区
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
大
会
等
の
開
催
に
お
け
る
宿
泊

等
の
活
用
に
つ
い
て
、
俵
山
地
区
で
全

て
受
け
入
れ
可
能
で
あ
っ
た
の
か
。

大
規
模
な
大
会
に
つ
い
て
は
、
１

チ
ー
ム
20
人
～
30
人
収
容
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
俵
山
の
み
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
た
め
、
湯
本
温
泉
や
市
内

宿
泊
施
設
の
受
け
入
れ
が
必
要
と
な
る
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

キ
ャ
ン
プ
招
致
に
伴
う
レ
ガ
シ
ー

と
は
何
か
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
キ
ャ
ン
プ
招

致
の
実
現
に
向
け
て
、
長
い
道
の

り
だ
っ
た
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
で

あ
る
カ
ナ
ダ
チ
ー
ム
の
プ
レ
ー
を
観
戦

す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
達
や
市
民

の
皆
さ
ん
が
世
界
を
知
り
、
国
際
交
流

の
機
会
を
身
近
に
得
ら
れ
る
こ
と
は
レ

ガ
シ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
ス

パ
ス
タ
ジ
ア
ム
を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
公
民
連
携
で
推
進
し
て
い
く
。

一般質問

地
域
経
済
の
対
策
強
化
を

国
の
経
済
対
策
と
し
て
行
わ
れ
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
利
用
し
な

が
ら
、
是
非
と
も
、
市
内
で
の
買
い
物

消
費
の
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
市
民

に
協
力
を
求
め
た
が
、
商
品
券
発
行
は
、

国
の
事
業
が
終
了
し
た
後
も
市
と
し
て

継
続
し
て
行
わ
れ
る
の
か
。

事
業
の
効
果
を
検
証
し
、
消
費
税

率
引
上
げ
後
の
市
内
買
物
動
向
等

を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

市
内
消
費
拡
大
対
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

長
門
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
実
現

会
議
を
設
置
し
た
。
市
内
で
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
を
進
め

る
こ
と
で
、
生
産
性
の
向
上
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
事
業
等
の
取
り
込
み
、
消
費
者

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
消
費
の
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
市
内
公
共

交
通
機
関
で
利
用
で
き
る
環
境
改

善
が
で
き
な
い
か
。

公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
向
上
に

つ
い
て
は
、
県
を
中
心
に
交
通
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
導
入
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

全
国
で
相
互
利
用
可
能
な
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
県
内
で
利
用
で
き
る
環
境
に
し
て
い

く
方
針
で
あ
り
、
本
市
も
県
の
動
き
に

合
わ
せ
た
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
た
め
に

地
域
で
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

設
け
た
ら
ど
う
か
。

地
域
独
自
の
付
加
価
値
を
つ
け
る

こ
と
で
市
内
消
費
者
へ
の
ア
ピ
ー

ル
と
小
売
店
消
費
の
促
進
を
図
る
こ
と

は
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
商
工
団
体
と
と
も
に
、
し
っ
か

り
研
究
し
て
い
き
た
い
。

▼キャッシュレス決済の推進を

問

問

問

問

問 問

問 答

答

答答

答 答

答▼ラグビー教室
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議員
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三輪 徹
議員
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働
き
や
す
い
環
境
の
構
築
を

働
き
方
改
革
関
連
法
が
２
０
１
８

年
６
月
に
成
立
し
、
本
年
４
月
１

日
か
ら
改
正
労
働
基
準
法
が
施
行
さ
れ

た
が
、
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

近
年
、
自
治
体
に
お
け
る
長
時
間

労
働
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の

是
正
は
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

時
間
外
勤
務
命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
上
限
時
間
等
に
つ
い
て
条
例
等
を
改

正
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
、
時

間
外
勤
務
の
縮
減
に
向
け
た
取
り
組
み

を
一
層
推
進
し
、
職
員
の
健
康
確
保
に

努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後

は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
や
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
さ
ら
な
る
活
用
等
、
本
市
な

ら
で
は
の
働
き
方
改
革
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
家
公
務
員
の
給
与
を
100
と
し
た

場
合
の
地
方
公
務
員
の
給
与
水
準

を
示
し
た
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が
、
平

成
30
年
度
長
門
市
は
96
・
１
で
、
13
市

の
中
で
最
下
位
だ
っ
た
が
、
市
と
し
て

ど
の
様
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

職
員
の
定
員
の
適
正
化
や
給
与
等

の
見
直
し
等
積
極
的
な
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
全
国
の
類
似

団
体
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
平
均
値

と
比
較
し
た
場
合
、
か
い
離
な
く
適
正

な
水
準
と
考
え
て
い
る
。

令
和
２
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
が
適
応
さ
れ
る
が
、
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
れ
ま
で
任
用
形
態
が
曖
昧
で

あ
っ
た
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
、

パ
ー
ト
職
員
が
会
計
年
度
任
用
職
員
に

移
行
す
る
。
身
分
の
保
障
や
勤
務
条
件

の
改
善
、
新
た
な
手
当
等
の
支
給
が
可

能
と
な
る
。
関
係
条
例
案
を
本
年
９
月

定
例
会
で
提
案
し
、
承
認
が
得
ら
れ
た

ら
説
明
会
を
開
催
し
、
広
く
一
般
に
も

募
集
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

一般質問

部
活
動
の
少
子
化
へ
の
対
応
は

部
活
動
は
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う

ク
ラ
ブ
や
教
員
の
減
、
指
導
者
不

足
等
の
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
生
徒
が

望
ん
で
い
る
部
活
動
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
。
本
市
の
各
中
学
校
の
部
活
動

の
状
況
及
び
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

少
子
化
に
よ
る
部
員
の
減
少
で
、

休
部
や
廃
部
、
部
員
の
募
集
停
止

を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
発
生
し

て
い
る
。
部
活
動
が
学
校
教
育
活
動
の

一
環
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
学
校

や
地
域
の
実
情
、 

生
徒
や
保
護
者
の
思

い
な
ど
を
総
合
的
に
捉
え
、
学
校
運
営

協
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
中
で
議
論
し
た
上

で
、
今
後
の
方
向
性
を
見
定
め
、
持
続

可
能
な
形
で
部
活
動
が
運
営
、
推
進
さ

れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
は

考
え
て
い
る
の
か
。

国
や
県
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
を
参
酌
し
「
長
門
市
立
中
学

校
部
活
動
運
営
方
針
」
を
定
め
る
こ
と

と
し
現
在
教
育
委
員
会
で
原
案
を
作
成

し
て
い
る
。
ま
た
各
学
校
に
お
い
て
は
、

市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て
運
営
方

針
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
３
年
生

が
引
退
し
新
体
制
に
移
行
す
る
８
月
か

ら
10
月
に
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
部
活

動
が
運
営
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

教
育
委
員
会
を
軸
に
各
方
面
と
積

極
的
に
連
携
し
部
活
動
の
あ
り
方

に
つ
い
て
研
究
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

関
係
者
と
協
働
し
て
部
活
動
の
在

り
方
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
強
み
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
取
り
組
み
を
核
と
し
て
、
各

学
校
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、
学
校
と

保
護
者
、
地
域
が
連
携
し
て
部
活
動
改

革
へ
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

▼働きやすい職場環境を

▼剣道の試合
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子
ど
も
権
利
条
約
を

生
か
す
教
育
を

い
じ
め
の
な
い
学
校
、
不
登
校
の

子
ど
も
へ
の
支
援
、
外
国
人
の
子

ど
も
へ
の
教
育
条
件
の
整
備
な
ど
、
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
を
保
障
す
る
こ
と

な
ど
を
掲
げ
た
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

と
と
も
に
、
児
童
憲
章
の
完
全
実
施
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
教
育
現
場
で
こ

れ
ら
の
精
神
が
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ

て
い
る
の
か
。

す
べ
て
の
子
ど
も
が
豊
か
な
学
校

生
活
を
送
り
、
安
心
し
て
教
育
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
と
教
職
員

と
の
信
頼
関
係
や
子
ど
も
相
互
の
良
好

な
人
間
関
係
の
構
築
等
を
通
じ
て
、
安

心
感
・
充
実
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
学

校
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
子
ど
も
の
権
利
条
約
及
び
児
童

憲
章
が
求
め
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。特

別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
少
数

の
青
少
年
と
そ
の
家
庭
を
支
援
す

る
た
め
に
も
、
司
令
塔
と
な
る
部
署
の

一般質問

高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策
は

全
国
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い

る
。
長
門
市
に
お
い
て
も
、
早
急
に
高

齢
者
の
免
許
証
の
自
主
返
納
等
の
対
策

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
市
独
自
の
取

り
組
み
を
問
う
。

本
市
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
が
交

通
事
故
の
被
害
者
に
も
な
ら
な
い

よ
う
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
老
人
ク
ラ

ブ
等
の
交
通
安
全
講
習
会
や
「
長
門
市

交
通
安
全
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
、
自

動
ブ
レ
ー
キ
装
置
な
ど
が
つ
い
た
安
全

運
転
サ
ポ
ー
ト
車
の
試
乗
会
を
実
施
、

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

高
齢
者
が
自
主
的
に
運
転
免
許
証

を
返
納
で
き
る
公
共
交
通
機
関
の

整
備
は
で
き
な
い
か
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
に
よ
る
市

内
の
公
共
交
通
空
白
地
域
の
縮
小

に
努
め
て
い
る
が
、
路
線
バ
ス
や
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
に
お

い
て
は
サ
ー
ビ
ス
に
限
界
が
あ
り
、
き

め
細
か
な
対
応
ま
で
は
で
き
て
い
な
い
。

関
係
課
と
連
携
し
、
ま
た
助
成
要
件
等

他
市
の
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁

従
事
者
へ
の
助
成
・
支
援
を

　

国
の
平
成
30
年
度
補
正
予
算
に
よ

る
ク
ロ
マ
グ
ロ
混
獲
回
避
（
再
放

流
）
取
組
支
援
事
業
の
事
務
手
続
等
の

緩
和
に
つ
い
て
、
国
に
働
き
か
け
ら
れ

な
い
か
を
問
う
。

現
行
の
事
業
要
領
で
は
、
申
請
時

に
事
業
の
実
施
報
告
書
や
写
真
な

ど
の
添
付
が
必
要
条
件
と
な
っ
て
お
り
、

現
場
の
実
情
に
つ
い
て
は
県
を
通
じ
て

国
に
申
請
書
類
の
簡
略
化
等
を
求
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼向津具地区のデマンド交通車両

問

問問

問

答

答答

答

▼長門市教育支援センター 機
能
強
化
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。

近
年
は
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

等
は
複
雑
化
し
て
お
り
、
親
に
つ

い
て
も
様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
に
対
応
し
た
「
子
ど

も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
体

制
整
備
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
検
討
し

て
み
た
い
。

市
営
住
宅
の
居
住
環
境
整
備
を

市
営
住
宅
に
発
生
す
る
カ
ビ
の
除

去
な
ど
、「
住
ま
い
は
人
権
」
と

の
立
場
で
居
住
環
境
の
整
備
を
求
め
る
。

市
営
住
宅
の
５
割
近
く
に
カ
ビ
が

発
生
し
て
お
り
、
今
後
は
換
気
扇

の
設
置
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答 答問

問

林 哲也
議員

　

H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y

A

　

　

N
A

K
A

H
IR

A
 Y

U
U

JI　
中平 裕二

議員
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学
校
給
食
調
理
業
務
を

民
間
委
託
す
る
根
拠
は

学
校
給
食
調
理
業
務
に
つ
い
て
令

和
３
年
４
月
か
ら
民
間
委
託
と
す

る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

平
成
17
年
の
合
併
時
に
27
人
い
た

正
規
調
理
員
は
、
令
和
２
年
度
末

に
は
３
人
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
民
間
の
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
高
度
な
衛
生
管
理

が
期
待
で
き
、
業
務
の
効
率
的
な
運
営

と
経
費
削
減
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

民
間
委
託
に
す
る
こ
と
で
、
食
育

や
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
影
響

が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

食
育
や
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に

関
わ
る
献
立
の
作
成
や
食
材
の
発

注
、購
入
、給
食
指
導
な
ど
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
直
営
で
栄
養
教
諭
が

行
う
た
め
、
学
校
給
食
が
持
つ
教
育
的

な
意
義
や
質
の
低
下
を
招
く
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問

　

A
Y

A
G

I M
IK

A

　

障
害
者
福
祉
の
充
実
を

岡
山
県
総
社
市
で
は
「
障
害
者
雇

用
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
、
数
値
目
標
な
ど
を
設
け
、
市
独
自

で
意
欲
的
に
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
宇
部
市
で
は
市
役
所
内
で
嘱

託
職
員
と
し
て
障
害
者
を
雇
用
し
、
自

立
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
働
く
意
欲
の

あ
る
障
害
者
の
就
労
・
雇
用
の
確
保
に

つ
い
て
、
本
市
独
自
の
支
援
の
在
り
方

も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

今
後
は
指
定
管
理
者
等
に
対
し
て

障
害
者
雇
用
を
お
願
い
し
た
い
。

本
市
で
は
１
月
の
職
員
採
用
選
考
か
ら

障
害
者
の
種
別
を
撤
廃
す
る
な
ど
取
り

組
ん
で
い
る
。
農
福
連
携
で
は
今
回
ア

グ
リ
な
が
と
を
立
ち
上
げ
た
が
、
三
セ

ク
で
農
福
連
携
の
手
本
と
な
る
仕
組
み

が
構
築
で
き
な
い
か
考
え
る
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を

元
気
な
高
齢
者
に
市
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
活
動
の
成
果
に
応

じ
て
換
金
や
お
買
物
券
な
ど
と
交
換
す

る
高
齢
者
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

高
齢
者
の
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
は
、
高
齢
者
等
の
介
護
支

援
の
活
動
が
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
で
は

な
く
担
い
手
と
し
て
の
役
割
も
持
ち
、

介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な

が
る
ほ
か
、
生
活
の
問
題
解
決
へ
の
効

果
も
期
待
で
き
、
研
究
し
て
い
く
。

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
者

で
は
な
い
軽
度
・
中
度
の
高
齢
者

の
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

他
市
等
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問問

問答

綾城 美佳
議員

▼学校給食センター調理室

▼萩公共職業安定所長門分室

問

問 答答

連
携
強
化
で
販
路
拡
大
を

道
の
駅
の
主
力
産
業
は
大
都
市
圏

へ
の
販
路
開
拓
と
セ
ン
ザ
キ
ッ

チ
ン
の
運
営
で
あ
る
。
現
在
は
、
や
ま

ぐ
ち
地
域
創
生
の
活
用
で
首
都
圏
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
を
始
め
て
い
る

が
、
今
後
の
首
都
圏
販
路
開
拓
や
な
が

と
ラ
ボ
と
の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

大
都
市
圏
の
販
路
開
拓
に
つ
い
て

は
設
立
６
年
目
で
黒
字
化
を
目
指

し
て
い
た
が
、
独
立
採
算
が
で
き
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
な
が
と
物
産
合
同

会
社
を
つ
く
っ
た
第
一
の
目
的
は
販
路

開
拓
で
あ
る
た
め
、
し
っ
か
り
指
導
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
な
が
と
ラ
ボ
と

の
連
携
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
新
た

に
体
制
が
変
わ
り
様
々
な
連
携
が
と
れ

つ
つ
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

答 問

　

S
A

K
IN

O
 M

A
S

A
H

IR
O

　先野 正宏
議員

答答
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武
田
新
二
議
員
が
議
長
続
投

　

議
長
選
挙
は
意
思
表
示
が
１
名

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
指
名
推
選

の
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
再
び

武
田
新
二
議
員
を
議
長
に
選
出
し

ま
し
た
。

　

副
議
長
選
挙
で
は
、
大
草
議
員
、

重
廣
議
員
２
人
の
議
員
か
ら
意
思

表
示
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
投
票
に

よ
る
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。「
副
議

長
に
意
欲
の
あ
る
議
員
は
、
市
民

に
開
か
れ
た
本
会
議
の
場
に
お
い

て
所
信
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
」

と
の
動
議
（
会
議
の
進
行
ま
た
は

手
続
き
に
関
し
、
議
員
か
ら
議
会

に
対
し
て
行
う
提
案
の
こ
と
）
が

出
さ
れ
、
議
会
は
動
議
を
認
め
、

本
会
議
の
場
で
所
信
表
明
（
自
分

の
考
え
や
信
念
、
方
針
な
ど
を
述

べ
る
こ
と
）
の
後
、
投
票
を
行
い

ま
し
た
。

　

無
記
名
投
票
の
結
果
、「
信
頼

さ
れ
る
議
会
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
情
報
公
開
、
政
策
立
案
、

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
、
子
ど
も
議

会
の
導
入
な
ど
具
体
的
に
進
め
て

い
き
た
い
」
と
の
所
信
を
述
べ
た

大
草
博
輝
議
員
を
副
議
長
に
選
び

ま
し
た
。

指
名
推
選
で
議
長
選
出

副
議
長
に
大
草
議
員

　

第
１
回
臨
時
会
を
５
月
９
日

（木）
に
開
き
ま
し
た
。
執
行
部
提
出
議
案
８

件
を
可
決
・
承
認
・
同
意
し
た
ほ
か
、
議
会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
２
年

で
改
選
と
な
る
正
副
議
長
選
挙
を
は
じ
め
、
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運

営
委
員
の
選
任
、
萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
の
議
会
議
員
の
選
挙
、

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
の
委
員
長
の
選
任
な
ど
の
議
会
人
事
が
行
わ
れ
、

新
た
な
議
会
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

第１回

臨時会

議長選挙
（指名推選 )

武田 新二

副議長選挙
（有効投票 18 票 )

大草 博輝 11 票

重廣 正美   7 票

和
元
年
５
月
の
臨
時
議
会
に

お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

薦
に
よ
り
再
び
議
長
の
職
を
努
め
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大

変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
責

務
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　　
２
年
前
に
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
と
き
に
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を

慎
重
に
審
議
す
る
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
議
会
報
告
会
や
、
意
見
交
換

会
で
出
た
意
見
や
要
望
、
ま
た
地

域
か
ら
出
た
意
見
な
ど
諸
課
題
を

議
員
間
で
自
由
に
討
議
し
一
致
点

を
見
つ
け
る
努
力
を
す
る
。
そ
し
て

最
終
的
に
執
行
部
に
対
し
て
政
策

提
言
を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
議
会
を

目
指
す
と
申
し
ま
し
た
。

　　

し
か
し
な
が
ら
未
だ
に
実
行
で
き

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
意
見
・
提
案
・
要
望

な
ど
の
取
り
扱
い
の
仕
組
み
が
し
っ
か

り
と
で
き
て
い
な
い
か
ら
と
考
え
ま

す
。
こ
の
仕
組
み
を
し
っ
か
り
と
作

り
上
げ
政
策
提
言
へ
と
結
び
つ
け
ら

れ
る
議
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。
政
策
提
言
で
き
る
議

会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
ま
た
こ
れ
ま
で
同
様
、
中
立
、
公

平
、
公
正
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
議
会
基
本
条
例
の
検
証
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
議
会
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　　

令
和
元
年
度
は
、
市
庁
舎
の
竣

工
に
合
わ
せ
て
新
し
い
議
場
へ
と
移

行
し
ま
す
。
新
し
い
議
場
に
お
き
ま

し
て
も
活
発
な
議
論
を
重
ね
て
長
門

市
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
長
門
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令

政策提言のできる
議会を目指して

議長 武田 新二

正副議長選挙・委員会改編など

議会構成へ
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監
査
委
員
の
選
任
な
ど
議
案
８
件
を
審
査

　

委
託
契
約
の
一
部
変
更
の
内
容

は
、
不
燃
物
処
理
の
仕
様
・
範
囲

変
更
に
よ
る
加
工
経
費
の
減
額

と
、
木
柱
・
木
梁
の
製
造
に
必
要

な
原
木
量
の
減
少
に
伴
う
加
工
経

費
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

総
務
民
生
委
員
会
の
審
査
で
は

委
員
か
ら
、
仕
様
を
「
不
燃
処
理
」

か
ら
「
準
不
燃
処
理
」
に
変
更
し

て
も
安
全
性
に
問
題
は
な
い
の

か
、
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
「
実
証
実
験
を
行
い
分
析
を

し
た
結
果
、
問
題
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
選
出
す
る
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
は
南
野
信
郎
議

員
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
は
古
屋
正
次
氏
と
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
専
決
処
分
で
は
地

方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
単
身

児
童
扶
養
者
へ
の
個
人
市
民
税
非

課
税
の
範
囲
の
拡
大
や
、
住
宅
借

入
金
控
除
の
期
間
延
長
、
軽
自
動

車
税
の
環
境
性
能
割
創
設
に
あ
わ

せ
、
そ
の
税
率
を
当
面
１
％
削
減
、

グ
リ
ー
ン
化
特
例
延
長
な
ど
、
長

門
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
は
じ
め
、
５
議
案
を
承

認
し
ま
し
た
。

■委 員 長　 林    哲也

■副委員長　 先野 正宏

田村 哲郎　重廣 正美　重村 法弘

岩藤 睦子

■委 員 長　先野 正宏

■副委員長　吉津 弘之

委員は正副議長を除く議員全員

萩・長門清掃一部事務組合議会議員   

武田 新二　重村 法弘　岩藤 睦子

重廣 正美

都市計画審議会委員   

武田 新二　三輪　徹　橋本 憲治

重廣 正美　有田　茂

■委 員 長　 岩藤 睦子

■副委員長　 綾城 美佳

林 　哲也　武田 新二　三輪　 徹

先野 正宏　吉津 弘之　橋本 憲治

中平 裕二

※武田議長は議事の公平性の観点から

5/31 委員を辞任

企画総務部、市民福祉部、会計課、

消防本部、選挙管理委員会、監査

委員会の所管に属する事項。他の

常任委員会の所管に属さない事項

市議会だより作成、議会報告会の

実施等に関する事項

経済観光部、農業委員会、建設部、

教育委員会の所管に属する事項

議会の運営、議会の会議規則、委員会

条例、 議長の諮問等に関する事項

一般会計の予算決算に関する事項

総務民生常任委員会

予算決算常任委員会

■委 員 長　 重廣 正美

■副委員長　 有田    茂

大草 博輝　田村 哲郎　長尾    実

重村 法弘　南野 信郎　江原 達也

早川 文乃

※江原議員は 5/30 一身上の都合によ

り議員辞職

■委 員 長　 重村 法弘

■副委員長　 早川 文乃

委員は議長を除く議員全員

■第 1 回臨時会議決結果

議案番号 件　　　　名 結果

1 長門市本庁舎建設に係る市有林木材加工等業務の委託契約の一部を変更することについて 原案可決

2 専決処分の承認について ( 長門市税条例等の一部を改正する条例） 承認

3 専決処分の承認について ( 長門市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承認

4
専決処分の承認について ( 長門市過疎地域自立促進特別措置法によ
る固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例 )

承認

5 専決処分の承認について ( 長門市介護保険条例の一部を改正する条例 ) 承認

6 専決処分の承認について ( 和解及び損害賠償の額を定めることについて ) 承認

7 長門市監査委員の選任について 原案同意

8 長門市教育委員会委員の任命について 原案同意

仕
様
変
更
後
の
安
全
性
は

議
案
第
１
号
▼

長
門
市
本
庁
舎
建
設
に
係
る
市
有
林

木
材
加
工
等
業
務
の
委
託
契
約
の
一

部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
選
の
監
査
委
員
に
南
野
議
員

文教産業常任委員会

議会運営委員会

広報広聴特別委員会



▼ 今回の議会だよりから、新し

いメンバーで編集がスタートし

ました。表紙はこれまで似顔絵

を採用していましたが、議会報

告会で市民の方から「議員の活

動が見えない」とのご指摘をい

ただきましたので、今回からは

議会の活動をご紹介するため写

真に変更しました。 ▼新たにフェ

委 員 長　　先 野 正 宏

副委員長　　吉 津 弘 之

委　　員　　林 　 哲 也

　 　 　 　 南 野 信 郎

　 　 　 　 岩 藤 睦 子

　 　 　 　 早 川 文 乃

　 　 　 　 綾 城 美 佳

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会
　　　広報担当

長門市議会に関して

インタビューを行いました

Ｑ議会だよりを読まれていますか。

Ａ�興味のある記事や、知ってる議員の発言部分は

目を通してます。

Ｑ議会報告会をご存知ですか。

Ａ�昨年の俵山会場には参加しました。市政につい

て色々知ることができました。テーマなどがあ

ればもっと参加機会が増えるかもしれません。

Ｑ�議会、議員に望む事があれば教えて下さい。

Ａ�私たちと距離の近い議会、姿が見える議員でい

て欲しいです。増野 尚美 さん（41 歳）

俵山在住（俵山公民館勤務）

イスブック担当者も決めて SNS

（広報機能）の充実も図っていき

ます。議会報告会の開催も予定

しており、広聴機能の充実を図

ります。 ▼ 議会だよりの紙面は

市民の皆様に分かりやすくお伝

えできるよう、委員一同頑張っ

ていきます。ご意見・ご要望を

お聞かせください。（先野）

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/^gikai/　　　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

編集後記

まちの声

表紙の説明既存庁舎の議場が閉場

　市議会９月定例会からは新

庁舎での開会が予定されてい

ることから、既存庁舎の議場で

は、６月定例会が最後の議会と

なりました。定例会後に開かれ

た閉場セレモニーでは議員一

人ひとりが議場に感謝の礼を

して退場。議場は 56 年の歴史

に幕を閉じました。

　7 月 9 日、文教産業委員会は「一般社

団法人アグリながと」との意見交換会を

実施しました。この法人は地域に輩出で

きる即戦力としての担い手の研修・育成、

優良農地の維持・保全及び新たな農産物

への取り組みを目指す組織です。意見交

換会を通して現状と課題を把握し、委員

会としての政策提言につなげていきたい

と考えています。▲閉場セレモニー


